
 
 

 

 

今
年
の
梅
雨
は
、
最
初
は
空
梅
雨
で
し
た
が
、
中
盤

は
肌
寒
い
日
が
多
く
、
後
半
は
雨
の
日
が
続
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
梅
雨
も
、
平
年
よ
り
十
五
日
も
早
い
七
月
六
日

に
明
け
ま
し
た
。 

梅
雨
が
明
け
る
と
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、

毎
日
暑
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
努
め
、
熱
中
症
に
は
十
分
注

意
し
た
い
も
の
で
す
。 

六
月
誕
生
会 

 

六
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
誕
生
会
を
、
六

月
二
十
八
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
月
の
誕
生
者
は
三
名
で
し
た
。
食
堂
で
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
を
歌
い
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
月
か
ら
家
族
会
よ
り
経
費
を
支
出
し
て
い

た
だ
い
て
、
誕
生
者
に
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
ご
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
定
植
＆
草
取
り
（
木
島
平
村
民
生
児

童
委
員
協
議
会
） 

 

今
年
も
、
木
島
平
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
皆
さ

ん
が
、
六
月
十
一
日
に
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
の
定
植
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

望
岳
荘
西
側
に
あ
る
畑
に
、
紅
ア
ズ
マ
の
苗
を
百
本

植
え
て
い
た
だ
き
、
花
壇
の
草
取
り
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

秋
に
は
、
大
き
く
て
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
お
い
し
い
サ

ツ
マ
イ
モ
が
た
く
さ
ん
取
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

 
 

草
取
り
（
商
工
会
女
性
部
） 

 

商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
、
今
年
も
六
月
二
十
二

日
に
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 

 

夜
中
か
ら
の
強
い
雨
も
草
刈
り
の
前
に
は
止
み
、
中

庭
の
雑
草
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

喫
茶 

六
月
二
十
四
日
に
喫
茶
を
行
い
、「
に
ら
せ
ん
べ

い
」
を
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。 

喫
茶
は
、
か
つ
て
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
久
々

に
復
活
し
大
変
好
評
で
し
た
。 

目
の
前
で
焼
か
れ
た
に
ら
せ
ん
べ
い
に
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
「
懐
か
し
い
」
と
か
「
い
い
匂
い
」
「
美
味

し
い
」
と
、
舌
鼓
を
打
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
飲
み
物
も
ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
、
昆
布
茶

が
用
意
さ
れ
、
お
好
み
の
飲
み
物
を
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

利
用
者
作
品
展
に
向
け
て 

 
 

 

平成 25年 

７月１０日 

記念写真とお祝いのメ 

ッセージが書かれたカ 

ードを贈られた６月生 

まれの皆さんと花束。 

花壇がとてもきれいに 

なりました。 

また、家族会の皆さん 

に植えていただいた花 

壇のサルビアの花がき 

れいに咲き始めました。 
利用者作品展に

向けて、作品の製

作に取り組んで

います。 

収穫の秋が今から楽 

しみです。 



防
火
避
難
訓
練 

六
月
二
十
八
日
の
夕
方
、
緊
急
協
力
隊
（
望
岳
荘
の

地
元
の
稲
荷
、
北
鴨
、
中
村
の
三
区
の
住
民
五
十
人
で

組
織
）
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
火
災
を
想
定
し

た
夜
間
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

先
ず
、
訓
練
に
先
立
ち
、
職
員
を
講
師
に
ベ
ッ
ド
か

ら
車
い
す
へ
の
移
乗
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
避
難
訓
練
で
は
、
岳
北
消
防
本
部
職
員
の

立
会
い
の
下
、
消
防
署
へ
の
緊
急
通
報
や
初
期
消
火
、

本
部
設
置
、
協
力
隊
員
へ
の
搬
送
指
示
、
け
が
人
の
搬

送
、
救
護
な
ど
の
訓
練
を
、
緊
張
感
を
持
っ
て
行
い
ま

し
た
。 

訓
練
を
通
じ
、
日
ご
ろ
の
心
構
え
と
訓
練
の
大
切
さ

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

外 

出 

今
年
は
、
例
年
以
上
に
外
出
の
機
会
を
多
く
設
け
て

い
ま
す
。 

 

外
出
は
気
分
が
良
い
ら
し
く
、
車
に
乗
ら
れ
る
と
、

「
き
れ
い
だ
」
と
か
「
気
分
が
良
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、
中
に
は
歌
を
歌
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
各
自

の
好
き
な
食
べ
物
を
注
文
さ
れ
、
「
美
味
し
い
」
と
大

い
に
喜
ん
で
召
し
上
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
外
出
の
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

行
事
の
お
知
ら
せ
【
七
月
中
旬
～
八
月
】 

七
月 

十
二
日 

書
道
・
俳
句 

（
午
後
） 

十
六
日 

喫
茶
・
カ
ラ
オ
ケ
（
午
後
） 

十
七
日 

誕
生
会 

 
 

（
昼
） 

十
八
日 

音
楽 

 
 

 

（
午
後
） 

二
十
三
日 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

二
十
六
日 

望
岳
荘
夏
祭
り
（
午
後
） 

三
十
一
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導
（
午
後
） 

八
月 

五
日 

理
髪
奉
仕
（
理
容
）（
午
前
） 

六
日 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

九
日 

盆
供
養 

 
 

（
午
後
） 

十
二
日 

手
工
芸 

 
 

（
午
後
） 

十
四
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導
（
午
後
） 

十
六
日 

音
楽 

 
 

 

（
午
後
） 

十
九
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
）（
午
前
） 

二
十
一
日 

誕
生
会 

 
 

（
昼
） 

二
十
三
日 

書
道
・
俳
句 

（
午
後
） 

二
十
七
日 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

二
十
九
日 
喫
茶 

 
 

 

（
午
後
） 

 

 
 

お 
知 
ら 

せ 
 
 

☆ 

望
岳
荘
夏
祭
り
に
つ
い
て 

恒
例
の
夏
祭
り
を
七
月
二
十
六
日
（
金
）
午
後
六
時
十

五
分
か
ら
開
催
し
ま
す
。 

烏
踊
り
や
木
島
平
ド
ド
ン
カ
な
ど
の
盆
踊
り
や
、
花
火

を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
鬼
島
太
鼓
の
演
奏
も
あ
り

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆ 

衣
類
に
つ
い
て 

も
う
す
ぐ
大
暑
を
迎
え
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。 

面
会
時
に
は
、
夏
物
衣
類
と
の
交
換
、
補
充
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
七
月
二
十
二
日
（
月
）
に
予

定
し
て
い
ま
す
。 

通
帳
の
写
し
は
七
月
十
日
現
在
で
す
。
残
高
の
ご
確
認

を
い
た
だ
き
、
ご
入
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

☆ 

防
火
管
理
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た 

六
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
、
岳
北
地
域
防
火
管
理

協
会
の
総
会
の
席
上
、
望
岳
荘
が
優
良
防
火
対
象
物
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

車いすへの移乗訓練 

と本番さながらの真 

剣な避難訓練の様子。 

写真上： 高源院のア 

ジサイ（飯山市） 

写真下：稲泉寺の大 

賀ハス（木島平村） 

飲み物、スイ

カ、綿あめな

どを用意し

ます。（アル

コールも用

意します。飲

酒運転の無

いようにお

願 い し ま

す。） 


